
















































as	strength	 factors	（50m	dash,	standing	 long	 jump）.	The	aim	of	 this	study	was	to	analyze	the	50m	dash	only.	There	was	
additionally	a	questionnaire	on	lifestyle	which	investigated	exercise	frequency,	session	length,	breakfast,	amount	of	sleep,	time	
spent	on	television	（video	games,	movies）,	time	spent	 indoors	studying,	 time	spent	on	housework,	as	well	as	 the	mode	of	
commuting	to	school.	The	data	for	the	50m	dash	in	each	age	group	was	converted	to	a	T-score,	and	that	standardized	data	













被験者の内訳は 12 歳（24 名）、13 歳（46 名）、14












1〜 2日 /週、1〜 2日 /月、全くしない）、運動時間（2
時間以上、1〜 2 時間、30 分〜1時間、全くしない）、
朝食の摂取状況（毎日食べる、時々食べる、全く食
べない）、1日の睡眠時間（8 時間以上、6 〜 8 時間、
6 時間以下）、平日のテレビ（ゲーム、ビデオ）視聴
時間（3 時間以上、2〜 3 時間、1〜 2 時間、1時間
以下、見ない）、平日の家庭での勉強時間（2 時間以












変換し、その標準化データを集計して 0 〜 25%、
26 〜 50%、51 〜 75%、76 〜 100%領域の 4 分位に
分けた。分析は、50m 走の 4 分位とアンケート項
目との関連、アンケート項目間の関連とした。分析





















表 1　被験者の身体的特徴と 50 ｍ走測定結果
年齢 身長　SD 体重　SD 50m走　SD
（歳） （cm） （㎏） （秒）
12	（n=24） 152.6±5.7 43.6±12.4 8.66±0.8
13	（n=46） 159.4±7.3 48.3±12.1 8.31±0.8
14	（n=38） 165.4±7.4 53.9±10.3 8.10±0.7
15	（n=33） 165.8±6.9 55.0±11.2 7.86±0.7
16	（n=22） 168.1±7.1 55.9±10.1 7.66±0.7
SD：標準偏差


















の比較を試みた。國土ら 11）、Ohsawa ら 12）は、タイ、
ミャンマー連邦共和国に居住する民族の大規模な調
査から、体重や身長の発育曲線を作成している。こ
れらと比較すると、本報の被験者の体重は 12 〜 14



















ル値内、16 歳が 50 〜 75%タイル値内であった。身
長は、國土らの報告から最も高値であったタイ族と
の比較をおこなうと、12 〜 13 歳が 75 〜 90%タイ






































3日以上 /週（83.3%）、1 〜 2 日 / 週（7.5%）、1 〜
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